
の 考 え は 実 行 に 移 さ れ 、 今で は 適 切 な 街 路 樹 管 理 が 行わ れ て い る と 聞 い て お り ます 。　
次 は 旧 道 移 管 の 話 で す 。

バ イ パ ス 工 事 が 完 了 し 、 供用 開 始 と な れ ば 旧 道 は 国 県道 と し て の 役 割 を 終 え ます 。 旧 道 は 原 則 的 に 市 町 村で 引 き 取 っ て も ら い 、 生 活道 路 と し て 衣 替 え を し て もら う の で す が 、 な か な か うま く い き ま せ ん 。 多 く の 移管 道 を 抱 え て 、 道 路 維 持 課は 悩 ん で お り ま し た 。 こ れを 何 と か し な け れ ば と 考え 、 土 木 部 の 重 点 事 項 に 格上 げ し て 頑 張 り ま し た 。　
移 管 道 路 整 備 費 で 、 後 々

市 町 村 の 負 担 が 大 き く な らな い よ う に す る こ と と 、 移管 後 、 問 題 が 生 じ た 時 は 、県 も 一 緒 に 相 談 に 乗 る こ とと し 、 各 首 長 さ ん が 部 長 室に 要 望 に 来 ら れ た 時 は 必 ずこ の 話 を し て お 願 い し ま した 。 ２ 年 間 で 実 績 も か な り上 が っ た と 思 っ て お り ます 。 こ の 考 え は 、 代 々 引 き継 が れ て い る の で す 。　
最 後 は 橋 梁 点 検 の 話 で

ル ー プ で し た 。 転 勤 が 決ま っ た 時 は 、 ま だ 仕 事 の 内容 を よ く 理 解 し て お ら ず 、豪 雨 や 大 雪 等 の 異 常 気 象 や地 震 時 な ど の 対 応 が 頭 に 浮か び 、 と て も 緊 張 し た こ とを 覚 え て お り ま す 。　
実 際 に 災 害 等 が 起 き た 時

に は 、 建 設 会 社 の 方 に パ トロ ー ル し て い た だ い た 情 報な ど を 土 木 事 務 所 か ら 収 集し 、 併 せ て 警 察 な ど 交 通 関係 機 関 と の 情 報 交 換 、 道 路通 行 止 め な ど の 情 報 整 理 、土 木 部 内 や 国 土 交 通 省 へ の

　
河 川 や 港 湾 、 道 路 な ど

様 々 な 仕 事 を さ せ て い た だい た 中 で 、 私 が 道 路 の 維 持管 理 業 務 の 仕 事 に つ い た のは 平 成

1 0年 代 後 半 、 道 路 維

持 課 に 転 勤 と な っ た 時 です 。 担 当 し た の は 、 道 路 の補 修 や 防 災 に か か わ る グ 　
県 で は 国 道 、  主 要 地 方 道 、

一 般 県 道 、 あ わ せ て 約 ４ ２

報 告 を 、 バ タ バ タ し な が らも 課 内 の 全 員 で 分 担 ・ 協 力し 、  迅 速 に 行 っ て い ま し た 。　
当 時 は 、 電 話 や フ ァ ク ス

に よ る や り 取 り が 主 で した 。 あ る 程 度 の 手 法 、 仕 様が 確 立 し て い た の で 対 応 でき ま し た が 、 現 在 で は 情 報共 有 ア プ リ を 活 用 し 、 現 地の 写 真 や 動 画 を 共 有 す る など 、 も っ と ス マ ー ト に 対 応さ れ て い る よ う で す 。　
ま た 、 通 常 の 業 務 時 に 、

道 路 を 利 用 さ れ て い る 方 や沿 道 の 方 な ど か ら 、 幅 広 に

色 々 な 情 報 を 連 絡 し て い ただ き ま し た 。 ほ と ん ど が 電話 で の 連 絡 で 、 電 話 を 受 けた 者 も 土 地 勘 が 無 く 、 し かも 急 遽 の こ と で し た の で 、周 り に い た 者 が 事 務 所 の 管内 図 や 市 販 の 道 路 地 図 、 住宅 地 図 な ど を 用 意 し て きて 、 何 と か 対 応 し ま し た 。い た だ い た 情 報 を 紙 の 連 絡票 な ど に よ り 関 係 者 と 連 携し 、 処 理 し て い た の で す 。こ ち ら に つ い て も 、 今 で はス マ ホ や ク ラ ウ ド を 活 用 した 情 報 管 理 シ ス テ ム な ど によ り 、 確 実 か つ 効 率 的 に 対応 さ れ て い る と 思 い ま す 。　
こ の 頃 の 印 象 に 残 っ て い

る こ と の 一 つ と し て 、 道 路法 面 の 崩 落 が あ り ま す 。 道路 整 備 後 の 経 年 劣 化 や 降 雨な ど に よ り 、 モ ル タ ル 吹 付法 面 の 崩 落 が 連 続 し て 発 い た だ き ま し た 。 嬉 し い 思い 出 で す 。　
私 は 総 括 技 監 、 土 木 部 長

の 頃 、 こ の 道 路 維 持 の 関 係で 頑 張 っ た こ と が い く つ かあ り ま す 。　
ま ず 街 路 樹 の 再 生 に つ い

て で す 。 街 路 樹 も
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経 つ と 、 樹 種 に よ っ て は 高木 化 し す ぎ て 倒 木 の 危 険 が出 た り 、 信 号 や 案 内 板 が 見え に く く な っ た り し ま す 。幹 が 太 く な り す ぎ て 、 歩 道を 独 占 し て い る と こ ろ も あり ま す 。 桜 の 木 な ど は 、 もう 少 し 間 隔 を 広 く す れ ば よか っ た と 思 っ た り し て い まし た 。　
特 に 学 園 都 市 は 、 早 く 景

観 の す ば ら し い 街 に す る ため 、 育 ち の よ い 木 や 、 ２ 本立 の 木 が 植 え ら れ て い ま した 。 管 理 が 大 変 で 、 苦 慮 して い た の で す 。　
こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る

た め 、 学 識 経 験 者 の 方 や 造園 の 専 門 の 方 に 力 を お 借 りし て 「 樹 木 の 再 生 計 画 」 をつ く り 、 そ れ に 基 づ い て 計画 的 に 伐 採 や 植 え 替 え を 実施 し よ う と 考 え ま し た 。 こ

道 路 の 計 画 、 舗 装 、法 面 対 策 、 橋 梁 の 点検 や 補 修 、 通 学 路 の安 全 対 策 、 道 の 駅 の整 備 、 特 殊 車 両 の 通行 手 続 き な ど を 行 って い る の が 道 路 維 持課 で す 。　
私 は 道 路 建 設 課 時

代 、 道 路 維 持 課 と 道路 建 設 課 で 連 携 して 、 い わ ゆ る 人 に やさ し い 道 づ く り を 進め ま し た 。

　
小 学 校 付 近 の 通 学 路 の 整

備 、 救 急 車 の た め の 病 院 近く の 狭 あ い 区 間 解 消 、 危 険な 交 差 点 の 改 良 、 屈 曲 部 の改 良 な ど 、 比 較 的 少 額 で 、短 期 間 で 効 果 が 出 る 箇 所を 、 各 土 木 事 務 所 や 市 町 村と 一 緒 に 数 百 箇 所 選 定 し 、こ れ を ３ 年 ま た は ５ 年 と 期限 を 決 め 、  整 備 し た の で す 。　
終 わ る と 、 ま た 新 た な 箇

所 を 選 定 し て 実 施 し ま した 。 こ れ は 非 常 に 効 果 が あり 、 住 民 の 方 々 に も 喜 ん で

ま す 。 さ ら に 効 率 的 か つ 効果 的 な 維 持 管 理 を 実 施 す るた め 、 県 が 調 査 ・ 設 計 会 社や 実 際 に 作 業 す る 建 設 会 社と 連 携 し 、 地 域 特 性 な ど を考 慮 し な が ら 包 括 的 に 管 理し て い く 手 法 も 有 効 か と 考え て お り ま す 。　
現 在 、 仕 事 の 関 係 で 県 内

全 域 の 道 路 を 利 用 し て お りま す が 、 東 日 本 大 震 災 の 被災 を 踏 ま え て 取 り 組 ん で きた 緊 急 輸 送 道 路 の バ イ パ スや 跨 線 橋 の 整 備 、 道 路 法 面の 強 化 な ど が 進 ん だ と 感 じて お り ま す 。 今 後 、 さ ら に機 能 を 強 化 さ れ る と と もに 、 適 切 な 維 持 管 理 に よ り機 能 を 保 持 し て い く こ とが 、 次 の 有 事 へ の 備 え に なる と 思 い ま す 。　
最 後 に 、 自 分 も あ と 何 年

自 動 車 を 運 転 す る の か 分 かり ま せ ん が 、 安 心 し て 快 適に 運 転 す る こ と が 安 全 に も繋 が る と 思 い ま す の で 、 道路 利 用 者 の 一 人 と し て 、 新し い 技 術 を 取 り 入 れ な が ら適 切 な 維 持 管 理 を し て い ただ き 、 良 好 な 道 路 環 境 を 保持 さ れ る こ と を お 願 い い たし ま す 。

て い た だ き ま し た 。 国 の 支援 も 受 け 、 な ん と か 早 期 復旧 に 繋 げ る こ と が で き 、 この 時 、 地 元 の 協 力 や 関 係 者と の 連 携 を 密 に 進 め る こ との 重 要 性 を 感 じ ま し た 。　
事 故 が 連 続 し て 発 生 し た

こ と を 受 け 、 道 路 法 面 の 緊急 対 策 を 実 施 す る た め 、 急遽 法 面 の 現 地 調 査 等 を 行い 、 対 策 箇 所 を 選 定 し ま した 。 こ の 際 、 道 路 危 険 個 所の 調 査 を 定 期 的 に 行 っ て いた 道 路 防 災 総 点 検 の カ ル テが 非 常 に 役 立 ち ま し た 。　
ま た 、 道 路 に 係 わ る 調 査

で は 、 舗 装 の 状 態 を 継 続 して 調 査 し て い た 路 面 性 状 調査 の 結 果 が 、 効 率 的 に 修 繕す る た め の 舗 装 維 持 修 繕 計画 の 策 定 に 繋 が り ま し た 。さ ら に 橋 梁 な ど の 重 要 構 造物 に つ い て は 、 定 期 的 な 現況 調 査 結 果 に よ り 計 画 的 な維 持 修 繕 が 進 め ら れ 、 例 年行 わ れ て い る 道 路 除 草 も 、防 草 対 策 や 堆 積 土 砂 撤 去 など の 成 果 と 併 せ て 、 そ の 実績 が 蓄 積 さ れ て い ま す 。　
こ れ ら の デ ー タ を 活 用 す

る こ と に よ り 、 適 切 な 維 持管 理 が 図 ら れ て い る と 思 い
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〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 総 括 技 監  ・  部 長 編 ⑧

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

大 山

　
登 志 彦 （ お お や ま

　
と し ひ こ ）

　
１ ９ ５ ８ 年 ９ 月

1 9日 生 ま れ 。

6 5歳 。  入 庁 時 に は 、

常 陸 太 田 土 木 事 務 所 に 所 属 し て い た 。 そ の 後 は港 湾 課 計 画 担 当 、 土 木 部 技 監 兼 道 路 維 持 課 長 など を 経 て 、 ２ ０ １ ９ 年 に 土 木 部 総 括 技 監 で 定 年を 迎 え た 。

良 好 な 道 路 環 境 を 保 持

人 に や さ し い 道 づ く り

生 、 地 滑 り に よ る 道 路 の 崩壊 も 起 き て し ま い ま し た 。　
土 木 事 務 所 や 地 元 の 建 設

会 社 、 沿 線 住 民 の 方 々 の 協力 に よ り 、 通 行 止 め な ど の安 全 対 策 が な さ れ る 一 方 、道 路 維 持 課 に は 事 故 の 報 告が 届 き ま し た 。 突 発 的 に 発生 す る 事 象 で あ る は ず な のに 、 な ぜ か 休 日 や 夜 間 に 発生 し 、 急 遽 出 勤 し て い た よう な 気 が し ま す 。　
崩 壊 の 状 況 に よ り ま す

が 、 復 旧 は 長 期 に 渡 る こ とが 予 測 さ れ ま し た 。 早 期 に復 旧 す る た め 、 調 査 ・ 設 計会 社 、 国 の 研 究 機 関 な ど とと も に 、 現 地 の 把 握 や 崩 壊原 因 の 究 明 、 対 策 工 法 の 検討 を 行 い ま し た 。　
復 旧 工 事 は 二 次 災 害 の 恐

れ も あ る た め 、 建 設 会 社 には 慎 重 か つ 効 率 的 に 施 工 し

茨 城 県 を 守 る 、 道 路 の 維 持 管 理 に つ い て

元 県 土 木 部 長 元 土 木 部 総 括 技 監
（ 当 時 ： 道 路 維 持 課 長 補 佐 ）

渡 邊 一 夫 氏 大 山 登 志 彦 氏×

す 。  私 が 土 木 部 長 の 時 、  ち ょう ど 公 務 で 九 州 に 出 張 し てい た 時 だ っ た と 思 い ま す 。ア メ リ カ で 、 橋 梁 の 崩 落 事故 が あ っ た の で す 。 私 は 九州 か ら 、 県 管 理 の
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の 橋 梁 全 て を 急 い で 点 検 する よ う 指 示 し ま し た 。　
県 が 管 理 す る 橋 梁 は ２ ７

６ ９ 橋 （ 令 和 ３ 年 ３ 月 時点 ）  、 そ の う ち

1 5ｍ 以 上 は

１ ０ ４ ０ 橋 。 こ れ ら 全 て を点 検 す る の は 大 変 だ っ た と思 い ま す 。 幸 い 、 ど の 橋 梁

も 安 全 が 確 保 さ れ て お り 、さ っ そ く 議 会 で 質 問 を 受け 、 答 弁 し た の を 覚 え て おり ま す 。　
こ れ を 機 に 橋 梁 の 点 検 制

度 が 確 立 さ れ 、 １ 橋 １ 橋 の適 正 な 架 替 時 期 の 検 討 が 行わ れ 、  耐 震 計 画 が つ く ら れ 、橋 梁 の 長 寿 命 化 修 繕 計 画 へと つ な が っ た の だ と 思 い ます 。 橋 の 寿 命 は 鋼 橋 も コ ンク リ ー ト 橋 も 概 ね

5 0年 、 し

い て い え ば 舗 装 の 寿 命 は
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1 5年 で す 。 早 め 早 め に 修

繕 し 、 な る べ く 寿 命 を の ばす の が 今 後 の 課 題 で す 。 橋に も 舗 装 に も 、 長 生 き し ても ら う の で す 。

▲ 法 面 対 策 の 様 子 （ 落 石 防 護 網 工 ・ 国 道 1 1 8 号 ）
　
ひ た ち な か 市 は 、 市 営 住

宅 の 屋 根 お よ び 外 壁 の 改 修工 事 を 計 画 し て い る 。 対 象は 、 東 大 島 ア パ ー ト １ ～ ４号 棟 （ 東 大 島 ３ 丁 目

2 3）  。

２ ０ ２ ４ 年 度 当 初 予 算 で は９ ３ ８ ３ 万 円 を 計 上 。 夏 ごろ ま で に は 工 事 の 発 注 を 行い た い 考 え だ 。　
東 大 島 ア パ ー ト は い ず れ

も １ ９ ８ ６ 年 築 の Ｒ Ｃ 造 ３階 建 て 。 延 べ 床 面 積 は 、 １号 棟 ７ ３ ５  ・  ２ ４ ㎡  （

1 2戸 ）  、

２ 号 棟 ７ ０ ４ ・ ２ ８ ㎡ （

1 2

　
主 な 意 見 と し て 、 五 霞 東

小 跡 地 は 対 象 地 ・ 施 設 の 面積 が 大 き い た め 、 単 独 で の利 活 用 は 難 し く 、 複 数 者 でチ ー ム を 組 ん で 提 案 し た いと い う 声 や 、 Ｐ Ｐ Ｐ ／ Ｐ ＦＩ 手 法 を 活 用 し た 整 備 の 可能 性 を 探 り た い 等 の 声 があ っ た 。 市 場 可 能 性 は あ る

を 見 込 む 。　
対 象 と な る の は 、 音 楽 室

の 空 調 設 備 ２ 台 分 。 点 検 の結 果 、 更 新 が 必 要 で あ る こと が 判 明 し た こ と か ら 、 これ に 対 応 し 利 用 環 境 を 改 善す る 。　
同 校 特 別 教 室 棟 の 建 物 規

模 は 、 Ｒ Ｃ 造 ３ 階 建 て 、 延べ 面 積 は 約 １ ４ ７ １ ㎡ 。 １９ ９ ６ 年 に 建 て ら れ た 。 行 っ た 。 校 庭 で 泊 ま る キ ャン プ や グ ラ ン ピ ン グ 施 設 、サ ウ ナ 、 教 室 を 生 か し た 施設 、 ｅ ス ポ ー ツ に 特 化 し た施 設 、 家 庭 菜 園 エ リ ア の 設置 、 ア ス レ チ ッ ク エ リ ア の設 置 な ど の ア イ デ ア が 出 され た 。　
五 霞 東 小 は 、 小 学 校 統 合

に よ り 廃 校 。 敷 地 面 積 は 約２ 万 ㎡ 。 校 舎 、 屋 内 運 動 場は 耐 震 対 策 を 実 施 済 み 。 特別 管 理 棟 が Ｒ Ｃ 造 ３ 階 建て 、 普 通 教 室 棟 が Ｓ 造 ２ 階建 て 、 低 学 年 普 通 教 室 棟 がＲ Ｃ 造 。 延 べ 面 積 は 約 ３ ６５ ３ ㎡ 。 屋 内 運 動 場 は Ｒ Ｃ造 、  延 べ 面 積 は 約 ７ ３ ５ ㎡ 。　
圏 央 道 五 霞 Ｉ Ｃ か ら 車 で

約 １ 分 の 場 所 に 立 地 。 道 のク 」  。 期 間 は ２ ０ ２ ４ 年 ４月 １ 日 ～

2 7年 ３ 月

3 1日 ま で

の ３ 年 間 。　
和 田 代 表 取 締 役 社 長 は

「 事 務 所 が 近 隣 に あ る た め 、こ の 駐 車 場 は 社 員 に と っ ても 馴 染 み の 深 い 場 所 。 こ の魅 力 あ る 鹿 嶋 市 へ は 多 く の

戸 ）  、 ３ 号 棟 ３ ５ ２ ・ １ ４㎡ （ ６ 戸 ）  、 ４ 号 棟 ７ ０ ４  ・　
坂 東 市 は 、  七 郷 小 学 校  （ 矢

作
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－ １ ） の 空 調 設 備 修 繕

工 事 を 実 施 す る 。 第 １ 四 半期 に も 発 注 し た い 考 え 。 発注 方 式 は 指 名 競 争 入 札 を 予定 し て い る 。 工 期 は ２ カ 月 た め 、 継 続 的 な 協 議 を 希 望す る 声 も 上 が っ た 。　
公 園 に つ い て は 、 ア ウ ト

ド ア 利 用 の 検 討 に つ い て の意 見 が あ っ た 。　
ま た 、 利 活 用 に 向 け た 検

討 の 一 環 と し て 、 庁 内 職 員に よ る 検 討 プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム を 設 置 し 、 検 討 を　
鹿 嶋 市 （ 田 口 伸 一 市 長 ）

は 、 東 洋 計 測 ㈱ （ 鹿 嶋 市 、和 田 厚 代 表 取 締 役 社 長 ） と鹿 島 神 宮 駅 西 駐 車 場 ネ ー ミン グ ラ イ ツ パ ー ト ナ ー を 締結 。 こ の ほ ど 締 結 式 を 挙 行し た 。 愛 称 は 「 東 洋 計 測 ステ ー シ ョ ン ウ エ ス ト パ ー

駅 ご か や Ｓ ｔ ｒ ｅ ｅ ｔ

　
ｓ

ｐ ｏ ｒ ｔ ｓ

　
ｐ ａ ｒ ｋ

　
Ｇ

ｏ ｋ ａ 、 ラ ジ コ ン パ ー ク Ｇｏ ｋ ａ な ど 、 主 要 観 光 地 にも 近 く 、 便 利 な 立 地 と な って い る 。　
ご か み ず べ 公 園 は 、 土 地

面 積 約 ２ 万 ４ ３ ８ ７ ㎡ 。 公園 内 に た め 池 や 芝 生 広 場 、グ ラ ン ド ゴ ル フ 場 が あ る 。敷 地 南 側 に は 福 祉 セ ン タ ーひ ば り の 里 、 五 霞 ふ れ あ いセ ン タ ー が 立 地 。観 光 客 や ア ン ト ラ ー ズ の サポ ー タ ー 、 ビ ジ ネ ス マ ン が来 場 す る と 思 う の で 、 誠 心誠 意 努 め て ま い る 所 存 」 とあ い さ つ 。　
田 口 市 長 は 「 創 業 以 来4 7年 の 長 き に 渡 り 電 気 工

事 、 電 気 通 信 工 事 、 Ｉ Ｔ ソリ ュ ー シ ョ ン 事 業 を 中 心 に公 共 事 業 な ど 多 岐 に 渡 り 地域 の 振 興 、 活 性 化 に ご 尽 力い た だ い て い る こ と 感 謝 申し 上 げ る 。 利 用 者 が 安 全 に利 用 で き る 施 設 を 維 持 管理 、 運 営 し て ま い る 」 と 述べ た 。　
鹿 島 神 宮 駅 西 駐 車 場 は 鹿

島 神 宮 駅 前 に 隣 接 。 面 積 は５ ９ ９ ０ ㎡ 、 駐 車 可 能 台 数が １ ７ １ 台 。  同 社 で は 今 後 、駐 車 場 内 に 鹿 嶋 市 を Ｐ Ｒ する 看 板 の 設 置 な ど を 検 討 して い る と の こ と 。

道 路 美 化 へ  『 里 親 制 度 』  の 誕 生

０ ０ ㎞ の 道 路 を 管 理 し て いま す 。 こ の 、 県 が 管 理 す る

　
私 が 水 戸 土 木 事 務 所 で 整 備 を 進 め て い た 、 新 県 庁

舎 の 周 辺 道 路 が 完 成 間 近 だ っ た 頃 の こ と 。 あ る 会 社の 社 長 さ ん か ら 「 室 長 さ ん 、 こ ん な に す ば ら し い 道路 を 県 が つ く っ て く れ た 。 歩 道 も 非 常 に 広 い 。 ど うで し ょ う 、 私 た ち に 県 庁 周 り の 歩 道 の 美 化 活 動 を させ て も ら え な い で し ょ う か 」 と 提 案 が あ り ま し た 。非 常 に 良 い 話 だ と 思 い 、 さ っ そ く 道 路 維 持 課 に 相 談し 、 ご 協 力 い た だ く こ と に し た の で す 。 こ れ が 、 道路 を 里 子 に 、 住 民 の 方 々 を 里 親 に 例 え た 、 い わ ゆ る道 路 里 親 制 度 の は じ ま り で す 。 今 で は 県 内 各 地 で この 里 親 さ ん が 増 え 、 嬉 し い 限 り で す 。 今 回 は 、 道 路維 持 管 理 の お 話 で す 。

� （ 弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載 ）

�

（ 島 津 就 子 ）

［ 本
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五 霞 町 は 、 五 霞 東 小 学 校 跡 地 （ 江 川 ２ ０ ０ ）  、 隣

接 す る ご か み ず べ 公 園 （ 江 川 ３ １ ６ ６ ） の 利 活 用 に向 け た サ ウ ン デ ィ ン グ 型 市 場 調 査 を 実 施 し た 。 そ の結 果 、 五 霞 東 小 跡 地 に ９ 者 、 ご か み ず べ 公 園 に ２ 者が 参 加 。 こ の う ち 五 霞 東 小 跡 地 は 、 観 光 ・ 宿 泊 関 係の 提 案 が ４ 者 、  情 報 通 信 ２ 者 、  飲 食 １ 者 、  ス ポ ー ツ  ・合 宿 １ 者 、 健 康 ・ 福 祉 １ 者 、 公 園 は 観 光 ・ 宿 泊 が ２者 だ っ た 。 こ の 結 果 等 を 参 考 に 、 今 後 も 引 き 続 き 検討 を 行 っ て い く と の こ と 。

東 洋 計 測 ス テ ー シ ョ ン ウ エ ス ト パ ー ク

ネ ー ミ ン グ ラ イ ツ パ ー ト ナ ー
鹿 嶋 市 ／ 鹿 島 神 宮 駅 西 駐 車 場

▲ 田 口 市 長 （ 左 ） と 和 田 社 長 が 記 念 撮 影
五 霞 町

学 校  ・  公 園 の 利 活 用 検 討
五 霞 東 小跡

　 　

地

観 光 、  宿 泊 関 係 な ど

七 郷 小 空 調 修 繕１ 四 半 期 に 指 名

《 坂 東 市 》

東 大 島 ア パ ー ト 改 修
夏 ご ろ め ど に 発 注

ひ た ち な か 市
２ ８ ㎡ （

1 2戸 ）  。

　
な お ２ ０ ２ ３ 年 度 は 、 第

１ 田 宮 原 住 宅

1 3号 棟 、 第 ２

田 宮 原 住 宅 ３ ・ ４ 号 棟 、 弥生 ア パ ー ト Ｂ ５ 号 棟 、 第 １ひ ば り ヶ 丘 住 宅 １ 号 棟 の 改修 工 事 を 行 っ て い る 。
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